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本研究は、磁気圏-電離圏を結ぶシステムで最も基本的な擾乱といわれているサブストームのイニシャル・ブラ

イトニング（IB）がオーロラオーバルのどの位置で発生するのかを明らかにするのを目的としている。Polar 衛星

と DMSP 衛星のデータを用いて解析を行った。 

1997-1999 年に生じた孤立したサブストームイベントについて Polar 衛星の同時画像データを用いて、IBのオー

ロラオーバルの高・低緯度境界に対する相対的位置を統計的に調べた。さらに、そのうち、DMSP 衛星が IB 付近を

横切ったイベントを数例取り上げ、DMSP 衛星粒子データから IB の生じた磁気圏内の領域の推定を行った。得られ

た結果は、以下のようにまとめられる。 

１）孤立したサブストームイベントの IB は、発生する緯度自体は変わるが、オーロラオーバルの高・低緯度境

界に対する相対的な位置として見ると、そのオーロラオーバルの緯度方向の中心付近で生じることが統計的に示さ

れた。即ち IB はオーロラオーバルの低緯度境界付近や高緯度境界付近で起きるのでは無い。２）IB のオーロラオー

バルに対する発生位置は、先行する IMFBz の値が小さい程、オーロラオーバルの低緯度側境界よりに IB が発生す

る傾向が見られた。 

３）DMSP との同時データが得られた１例では、IB 発生位置の中心は、DMSP の降下粒子データから推測した

Central Plasma Sheet (CPS)の領域に存在し、さらに DMSP の磁場データから推測した沿磁力線電流の Region 2

の領域に存在していた。 


